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をしめしている. 巻末の補論 1.｢formula(定型句)と独創性｣,補論 2.
｢比境の言語｣がそれである.























































第 1部第 5章 ｢オデュッセウスとテレマコス｣においては,トロイアにお
ける木馬の計略は古くからオデュッセウスについて伝えられた物語であるこ















































































松本仁助 『ギリシア叙事詩の誕生』,233+Ⅹiページ, 世界思想社 1989年
12月.
古今東西の傑出した作家にはたいてい謎が多いが,ホメロスはその謎が最
も多い詩人の一人であろう.第-, 『イリアス』 『オデュッセイア』の両叙
事詩はホメロスの作といわれているが,それ自体不確定的な要素を多くはら
んでいる.また両詩篇の成立はほぼ紀元前8世紀後半と推定されてはいるも
のの,なぜそのような歴史上の ｢暗黒時代｣にかくも巨大な叙事詩が作られ
たのか,さらにはどんな方法で創作され伝来されたのか,まるでス トー ンヘ
ンジを眼の前にして問いかける謎のようだ.しかしストーンヘンジのような
太古の遺跡とホメロスの記念碑的作品との決定的な違いは,後者がことばの
産物だということである.ことばは,語りつぐ人がいなければすぐに消滅す
るが,受け継がれる力を内蔵していれば,一定の用途のために作られた石の
物体とは異なり,ほとんど無制限の使用に耐える.じじつ,ホメロスはみず
から創ったそのことばの記念碑で,古代ギリシア人の言語文化を比類なく豊
かにし,しかもその後のヨーロッパの言語芸術にもはかり知れない影響を与
えた.要するに,ホメロスはおそらく紀元前8世紀末ごろに死んだのに,そ
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